
８
月

日
、
「
な
く
す
な
！
久
留
里
線
８
・

27

講
演
集
会
」
が
、
久
留
里
線
と
地
域
を
守

27る
会
、
内
房
線
と
地
域
を
守
る
会
、
外
房
線

と
地
域
を
守
る
会
の
３
会
合
同
の
主
催
で
開

か
れ
、
沿
線
住
民
を
中
心
に
１
４
０
名
を
超

え
る
方
が
集
ま
り
ま
し
た
。

講
演
は
千
葉
商
科
大
学
の
伊
藤
康
教
授
が

「
ロ
ー
カ
ル
鉄
道
の
価
値
」
を
テ
ー
マ
に
行

い
ま
し
た
。
質
疑
応
答
で
多
く
の
地
域
住
民

の
方
か
ら
意
見
が
出
さ
れ
、
「
Ｊ
Ｒ
の
説
明
は

廃
線
あ
り
き
と
し
か
思
え
な
い
」
な
ど
の
声

が
あ
が
り
ま
し
た
。

多
く
の
住
民
か
ら
の
切
実
な
声

集
会
は
、
久
留
里
線
と
地
域
を
守
る
会
の

都
築
事
務
局
長
の
司
会
で
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

主
催
者
あ
い
さ
つ
の
最
初
に
、
久
留
里
線
と

地
域
を
守
る
会
の
三
浦
代
表
が
、
「
会
の
結
成

か
ら
１
ヶ
月
ほ
ど
の
間
に
５
６
９
１
筆
の
廃

線
反
対
署
名
が
集
ま
り
５
月

日
に
Ｊ
Ｒ
千

17

葉
支
社
に
提
出
し
た
こ
と
、
住
民
説
明
会
で

「
廃
線
は
困
る
」
「
昼
間
に
５
時
間
半
も
列
車

が
な
い
の
は
本
当
に
不
便
。
利
用
し
た
く
て

も
で
き
な
い
」
な
ど
多
く
の
住
民
か
ら
の
切

実
な
声
を
報
告
し
、
「
今
後
も
取
り
組
み
を
強

め
て
い
く
」
と
語
り
ま
し
た
。

利
益
至
上
主
義
は
ダ
メ

次
に
、
内
房
線
と
地
域
を
守
る
会
の
梅
澤

代
表
は
、
特
急
廃
止
・
直
通
列
車
削
減
の
問

題
や
、
内
房
線
・
外
房
線
へ
の
ワ
ン
マ
ン
列

車
導
入
に
よ
る
安
全
性
や
通
勤
通
学
時
の
混

雑
の
問
題
を
訴
え
ま
し
た
。
そ
し
て
、
「
山
の

中
の
家
に
も
電
線
は
引
か
れ
る
。
移
動
の
足

と
し
て
必
要
と
し
て
い
る
人
が
い
る
な
ら
ば
、

社
会
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
維
持
す
べ
き
」
「
国
鉄

か
ら
Ｊ
Ｒ
に
な
っ
た
と
い
っ
て
も
利
益
至
上

主
義
で
良
い
わ
け
が
あ
り
ま
せ
ん
。
地
域
の

動

労

千

葉

を

支

援

す

る

会

事

務

局

千
葉
市
中
央
区
要
町
２
ー
８

Ｄ
Ｃ
会
館

℡

０
４
３（
２
０
２
）
７
８
２
０

Fax

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

dc-info@
deluxe.ocn.ne.jp

〒
口
座
番
号

０
０
１
５
０
ー
３
ー
９
２
０
３
６

動
労
千
葉
を
支
援
す
る
会

ニ
ュ
ー
ス

2023.9.15
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久
留
里
・
内
房
・
外
房
守
る
会
三
会
合
同
開
催



歴
史
や
文
化
、
経
済
、
住
む
人
の
生
活
を
な

い
が
し
ろ
に
す
る
こ
と
に
は
断
じ
て
反
対
し

ま
す
」
と
訴
え
ま
し
た
。

廃
線
化
反
対
に
地
域
を
あ
げ
て
取
り
組
む

外
房
線
と
地
域
を
守
る
会
の
早
川
会
長
は
、

ワ
ン
マ
ン
導
入
の
３
日
後
に
太
東
駅
で
乗
客

が
ド
ア
に
挟
ま
れ
骨
折
す
る
と
い
う
重
大
事

故
が
起
こ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
Ｊ
Ｒ
が
ホ

ー
ム
の
段
差
や
ワ
ン
マ
ン
導
入
の
責
任
を
認

め
な
い
こ
と
、
段
差
を
解
消
し
な
い
こ
と
は

放
置
で
き
な
い
と
訴
え
ま
し
た
。

ま
た
、
「
久
留
里
線
を
『
赤
字
が
酷
い
』
と

廃
線
に
持
ち
込
ん
だ
次
は
外
房
線
、
内
房
線

の
一
部
を
同
じ
よ
う
に
廃
線
に
持
ち
込
む
の

だ
と
思
う
」
「
多
く
の
赤
字
線
が
廃
止
に
な
れ

ば
地
域
に
住
み
続
け
る
こ
と
が
困
難
に
な
る
。

Ｊ
Ｒ
の
廃
線
化
に
対
し
て
地
域
を
あ
げ
て
取

り
組
む
」
と
語
り
ま
し
た
。

久
留
里
線
の
価
値
再
考

千
葉
商
科
大
学
の
伊
藤
教
授
の
講
演
で
は
、

「
鉄
道
の
役
割
と
価
値
に
つ
い
て
、
地
域
住

民
の
足
と
な
り
、
普
段
利
用
し
な
く
て
も
必

要
な
時
に
利
用
で
き
る
安
心
感
、
将
来
世
代

に
良
好
な
移
動
環
境
、
生
活
環
境
を
残
せ
る

と
い
う
安
心
感
、
地
域
の
イ
メ
ー
ジ
向
上
」

さ
ら
に
二
酸
化
炭
素
な
ど
の
排
出
抑
制
や
交

通
事
故
の
減
少
な
ど
「
鉄
道
の
存
在
価
値
」

を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
そ
し
て
廃
止
さ
れ

た
場
合
は
人
口
流
失
な
ど
に
関
す
る
研
究
が

報
告
さ
ま
し
た
。

会
場
か
ら
多
数
の
質
問
・
意
見

会
場
か
ら
は
多
く
の
質
問
・
意
見
が
出
さ

れ
、
最
初
に
、
上
総
住
民
の
足
を
守
る
会
の

安
田
代
表
が
内
房
、
外
房
、
久
留
里
の
３
会

と
共
に
闘
う
と
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

集
会
は
「
講
演
で
、
久
留
里
線
の
地
域
に

果
た
し
た
役
割
を
改
め
て
確
信
し
た
。
地
域

の
宝
で
あ
る
久
留
里
線
を
存
続
さ
せ
る
運
動

に
取
り
組
む
こ
と
を
表
明
し
ま
す
」
と
す
る

「
な
く
す
な
！
久
留
里
線
８
・

集
会
」
ア

27

ピ
ー
ル
を
採
択
し
て
、
終
了
し
ま
し
た
。

講演する伊藤康教授

朝
日
（
千
葉
版
）
８
・
28



鉄
道
の
安
全
が
根
本
か
ら
崩
壊

こ
の
間
、
重
大
事
故
が
相
次
い
で
発
生
し

て
い
る
。
「
単
線
区
間
の
上
下
線
か
ら
同
時
に

進
入
」
「
旅
客
列
車
が
貨
物
線
に
進
入
」
「
加

圧
状
態
の
ま
ま
作
業
が
行
わ
れ
感
電
死
」
「
電

化
柱
と
走
行
中
の
列
車
が
衝
突
」
等
々
ー
ど

れ
も
本
来
な
ら
考
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
も
の

だ
。
Ｊ
Ｒ
の
安
全
が
根
本
の
と
こ
ろ
か
ら
崩

壊
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

新
幹
線
大
混
乱

８
月

日
、
東
海
道
新
幹
線
は

15

台
風
７
号
の
影
響
で
計
画
運
休
と

な
り
、

日
に
は
静
岡
県
内
の
突

16

発
的
な
大
雨
で
５
時
間
以
上
の
運

転
見
合
わ
せ
が
発
生
し
た
。

だ
が
、
問
題
は

日
に
ま
で
混

17

乱
が
続
い
た
こ
と
だ
。
新
大
阪
で

の
分
離
運
転
が
行
わ
れ
た
が
、
ホ

ー
ム
も
引
き
上
げ
線
も
列
車
が
詰

ま
っ
て
動
か
せ
な
い
状
態
に
陥
っ

た
。
こ
れ
は
列
車
運
用
で
最
も
や

っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
だ
。

電
化
柱
衝
突

ま
た
、
８
月
５
日
に
は
東
海
道

線
の
藤
沢—

大
船
駅
間
で
約
80

㌔
で
走
行
中
の
列
車
と
傾
い
た
電

化
柱
が
衝
突
す
る
と
い
う
衝
撃
的
な
事
故
が

発
生
し
た
。
衝
突
で
電
化
柱
は
折
れ
、
張
力

調
整
装
置
も
落
下
し
て
い
る
。
列
車
も
先
頭

車
両
の
前
面
が
大
き
く
損
傷
し
、
い
く
つ
も

の
車
両
の
屋
根
に
穴
が
空
き
、
車
内
で
は
天

井
板
や
吊
手
棒
が
落
下
し
た
。
最
悪
の
場
合
、

脱
線
な
ど
さ
ら
に
深
刻
な
事
故
に
な
り
、
亡

く
な
る
方
が
出
て
し
ま
っ
て
も
お
か
し
く
な

い
重
大
事
故
だ
。

Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
事
故
の
約

分
前
に
列
車

10

が
通
過
し
て
い
た
こ
と
、
事
故
３
日
前
（
８

月
２
日
）
の
列
車
内
か
ら
の
点
検
で
は
「
異

常
な
し
」
と
さ
れ
た
こ
と
を
発
表
し
た
が
、

原
因
に
つ
い
て
は
「
調
査
中
」
と
し
て
明
ら

か
に
し
て
い
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
東
海
道
線

の
走
行
映
像
か
ら
は
、
半
年
前
の
時
点
で
電

化
柱
の
傾
き
が
確
認
で
き
る
こ
と
、
７
月
29

日
の
時
点
で
さ
ら
に
傾
い
て
い
た
こ
と
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
。

６
月
の
感
電
死
亡
事
故
に
つ
い
て
も
、
な

ぜ
信
号
高
圧
が
加
圧
中
に
も
関
わ
ら
ず
作
業

が
行
わ
れ
た
の
か
、
そ
の
事
実
関
係
す
ら
い

ま
だ
に
隠
さ
れ
た
ま
ま
だ
。

３月 ２日 川越線・単線区間で上下線電車が同時進入

５月２３日 東海道線普通列車が貨物線に進入し緊急停止

６月１６日 内房線・上総湊～竹岡間で作業員が感電死

８月６日 東海道線・藤沢～大船間で電化柱衝突

８月１７日 東海道新幹線で台風・大雨後も列車混乱

上の写真は７月29日の時点の走

行映像。 右の写真は電化柱の拡

大映像。 傾いていていることがハッ

キリとわかる。



Ｊ
Ｒ
東
は

年
に
も
山
手
線
で
電
化
柱
倒

15

壊
事
故
を
起
こ
し
て
い
る
。
電
化
柱
の
傾
き

を
把
握
し
な
が
ら
運
行
が
継
続
さ
れ
、
「
大
事

故
が
起
き
な
か
っ
た
の
は
偶
然
。
間
一
髪
だ

っ
た
」
と
言
わ
れ
た
。

だ
が
、
そ
も
そ
も
Ｊ
Ｒ
が
発
表
し
た
「
事

故
原
因
」
は
「
基
本
的
な
作
業
手
順
が
守
ら

れ
て
い
な
か
っ
た
」
「
運
行
を
止
め
る
基
準
が

な
か
っ
た
」
な
ど
、
本
質
か
ら
か
け
離
れ
た

表
面
的
な
も
の
で
し
か
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、

打
ち
出
さ
れ
た
「
事
故
対
策
」
も
付
け
焼
き

刃
的
で
、
問
題
の
本
質
は
何
一
つ
解
決
さ
れ

な
か
っ
た
。
そ
し
て
今
度
は
、
走
行
中
の
列

車
と
電
化
柱
が
衝
突
す
る
と
い
う
重
大
事
故

が
発
生
し
て
い
る
。

問
題
の
根
本
は
Ｊ
Ｒ
が
進
め
て
き
た
業
務

外
注
化
で
あ
り
、
合
理
化
、
コ
ス
ト
・
要
員

削
減
だ
。
そ
し
て
、
「
鉄
道
も
経
営
す
る
Ｉ
Ｔ

企
業
に
な
る
」
な
ど
と
い
っ
て
、
鉄
道
の
安

全
を
守
る
現
場
の
業
務
、
技
術
や
経
験
を
か

え
り
み
な
く
な
っ
た
結
果
が
続
発
す
る
重
大

事
故
だ
。

「
鉄
道
も
持
つ
Ｉ
Ｔ
企
業
」
化
攻
撃
粉
砕

鉄
道
業
務
は
、
膨
大
な
本
数
の
列
車
を
、

気
象
条
件
等
の
さ
ま
ざ
ま
な
条
件
も
判
断
し

な
が
ら
運
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
日
々
、

車
両
の
検
修
、
保
線
、
電
力
な
ど
の
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
も
欠
か
せ
な
い
。

時
間
、
３
６
５

24

日
に
わ
た
る
業
務
だ
。

そ
れ
を
「
鉄
道
あ
り
き
で
考
え
る
な
」
「
こ

れ
か
ら
は
価
値
創
造
」
「
人
な
ら
で
は
の
業
務

を
」
な
ど
と
言
っ
て
軽
視
し
、
鉄
道
の
現
業

部
門
は
こ
と
ご
と
く
外
注
化
し
、
現
場
労
働

者
を
強
制
出
向
さ
せ
、
「
何
で
も
屋
」
の
よ
う

に
扱
っ
て
な
い
が
し
ろ
に
す
れ
ば
、
鉄
道
の

安
全
が
崩
壊
す
る
の
は
当
然
だ
。

こ
の
間
の
重
大
事
故
の
連
続
は
、
そ
れ
が

ま
さ
に
現
実
の
も
の
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を

示
し
て
い
る
。
必
要
な
の
は
職
場
の
団
結
を

取
り
戻
し
、
声
を
上
げ
、
闘
い
に
た
ち
あ
が

る
こ
と
だ
。
闘
い
な
く
し
て
安
全
な
し
！

今
こ
そ
職
場
に
闘
う
労
働
組
合
を
！

「
鉄

道
も
持
つ
Ｉ
Ｔ
企
業
」
化
攻
撃
を
粉
砕
し
よ

う
。＊内房線の電化柱からひび見つかる

ＪＲ東日本は電化柱との衝突事故を受けて設置から

40年以上経過し、設置場所が同種の電化柱８７００本

を緊急点検し、一度は「異常なし」と発表した。その後、

一定方向に力がかかりやすい構造の63本について根

元の劣化具合などを調べる追加点検を行ったところ、

内房線・浜金谷駅近くの１本から根本にひび割れが発

見されたことを公表した。



そ
ご
う
・
西
武
労
働
組
合
は
８
月

日
、

31

西
武
池
袋
本
店
で
の
ス
ト
ラ
イ
キ
を
決
行
し

た
。
「
百
貨
店
ス
ト
」
は
１
９
６
２
年
の
阪
神

百
貨
店
以
来
で
約

年
４
カ
月
ぶ
り
。
西
武

61

池
袋
本
店
は
、
「
池
袋
の
街
」
そ
の
も
の
、
巨

大
な
デ
パ
ー
ト
だ
。
そ
こ
に
１
万
人
以
上
の

労
働
者
が
働
き
、
利
用
者
が
行
き
交
う
タ
ー

ミ
ナ
ル
だ
。
こ
の
デ
パ
ー
ト
を
丸
ご
と
、
米

投
資
フ
ァ
ン
ド
に
売
り
払
う
親
会
社
は
コ
ン

ビ
ニ
の
セ
ブ
ン
＆
ア
イ
Ｈ
Ｄ
。
情
報
す
ら
一

切
出
さ
ず
、
話
し
合
い
も
や
ら
ず
、
徹
底
し

て
労
働
者
を
無
視
す
る
。
こ
の
や
り
方
に
、

労
働
組
合
が
抵
抗

す
る
手
段
は
、
も

は
や
ス
ト
ラ
イ
キ

し
か
残
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
。

売
却
は
強
行
さ

れ
た
が
闘
い
は
つ

づ
く
。
最
大
の
焦

点
は
、
西
武
池
袋

は
も
ち
ろ
ん
、
全

国
の
そ
ご
う
西
武

で
働
く
労
働
者
の
雇
用
の
問
題
（
組
合
員
だ

け
で
４
０
０
０
人
）
だ
。
千
葉
そ
ご
う
も
そ

れ
に
含
ま
れ
る
。

ス
ト
へ
の
支
持
と
注
目

「
西
武
池
袋
本
店
を
守
ろ
う
！
」
「
池
袋
の
街

に
百
貨
店
を
残
そ
う
！
」
ー
ー
そ
ご
う
・
西

武
労
組
の
組
合
員
約
３
０
０
名
が
池
袋
の
駅

頭
に
た
っ
て
宣
伝
を
行
い
、
デ
モ
に
起
っ
た
。

こ
の
決
起
に
多
く
の
人
た
ち
か
ら
支
持
・
共

感
の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。
決
行
さ
れ
た
ス
ト

ラ
イ
キ
の
影
響
は
大
き
く
、
テ
レ
ビ
や
新
聞

で
も
ト
ッ
プ
ニ
ュ
ー
ス
と
し
て
取
り
上
げ
ら

れ
た
。

労
働
運
動
の
転
換
期

ア
メ
リ
カ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
大
規
模
な

ス
ト
ラ
イ
キ
が
次
々
に
闘
わ
れ
、
労
組
結
成

も
相
次
い
で
い
る
。
「
米
・
財
務
省
は
、
労
組

の
存
在
が
賃
金
を

〜

％
押
し
上
げ
る
と

10

15

の
見
通
し
を
示
し
た
」
（
８
／

日
経
新
聞
）

30

ー
ー
日
本
に
お
い
て
「
賃
金
が

年
も
上
が

30

ら
な
い
」
と
言
わ
れ
る
状
況
を
変
え
る
の
も
、

労
働
組
合
の
存
在
と
闘
い
だ
。
今
回
の
西
武

ス
ト
は
、

日
本
で
も
労
働
組
合
の
再
生
、
復

権
が
始
ま
り
つ
つ
あ
る
事
を
、
日
本
の
全
労

働
者
に
示
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

８
・

そ
ご
う
西
武
ス
ト
ラ
イ
キ

31

「

年
ぶ
り
」
と
い
う
歴
史
的
事
態

61

そごう千葉店前でスト連帯行動を行った（８・３０）

Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
大
会
で
執
行
部
批
判

Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
の
定
期
大
会
が

日
に
都
内
で

11

開
か
れ
た
。
こ
の
日
の
大
会
で
は
、
そ
ご
う
・
西
武

労
組
の
ス
ト
を
巡
っ
て
、
執
行
部
の
対
応
に
痛
烈

な
批
判
が
相
次
い
だ
。

「
ゼ
ン
セ
ン
は
な
ぜ
ス
ト
の
前
面
に
立
た
な
か
っ

た
の
か
。私
た
ち
は
ス
ト
に
立
ち
上
が
っ
た
仲
間
を

孤
立
さ
せ
ま
い
と
駆
け
つ
け
た
」
「
産
別
は
、
組
合

は
何
の
た
め
に
あ
る
の
か
。
雇
用
を
守
る
た
め
に
ス

ト
に
立
ち
上
が
っ
た
仲
間
た
ち
を
Ｕ
Ａ
は
支
援
し

な
か
っ
た
残
念
で
な
ら
な
い
」
「
執
行
部
は
ス
ト
回

避
の
た
め
に
動
い
て
い
た
と
い
う
が
、
産
別
は
何
を

し
て
い
た
の
か
と
言
わ
れ
る
こ
と
に
対
し
て
の
方

便
で
は
な

い
か
。
そ

れ
は
当
該

に
も
支
援

し
た
我
々

に
は
失
礼

だ
」
…

。

毎
日
新
聞
９
・
14



ビ
ジ
ネ
ス
週
刊
誌
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
オ
ン

ラ
イ
ン
の
８
月
３
日
付
記
事
で

年
上
半
期

23

の
「
働
き
方
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
ラ
ン
キ
ン
グ
」

が
発
表
さ
れ
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
ワ
ー
ス
ト
１

だ
っ
た
。

調
査
対
象
は
１
万
２
０
２
６
社
、
「
働
き
方

に
関
す
る
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
情
報
」
は
４
５
９
９

件
、
投
稿
が
あ
っ
た
会
社
の
平
均
件
数
は
約

２
・
６
件
。
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
投
稿
数
は

件
49

だ
。
紹
介
さ
れ
た
声
は
、
労
働
環
境
の
悪
化

や
退
職
者
の
増
加
、
一
時
金
減
額
の
深
刻
な

影
響
を
物
語
っ
て
い
る
。

深
澤
社
長〝

モ
ー
ド
チ
ェ
ン
ジ
が
鍵
〞

一
方
で
、
深
澤
社
長
は
７
月

日
の
グ
ル

31

ー
プ
社
長
会
で
、
「
６
月
で
組
織
再
編
の
形
が

で
き
た
」「
キ
ー
ワ
ー
ド
は
モ
ー
ド
チ
ェ
ン
ジ
」

「
人
的
資
源
の
有
効
な
活
用
と
リ
ス
キ
リ
ン

グ
を
進
め
て
い
く
」
と
語
っ
た
。

こ
の
間
の
「
鉄
道
部
門
４
千
人
削
減
」
「
転

籍
・
副
業
促
進
」
、
業
務
融
合
化
と
「
鉄
道
を

持
つ
Ｉ
Ｔ
企
業
」
化
の
攻
撃
を
さ
ら
に
進
め

よ
う
と
し
て
い
る
。

攻
撃
を
打
ち
破
る
力
は
現
場
に

運
転
職
場
で
は
ジ
ョ
ブ
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

や
運
転
士
・
車
掌
を
「
何
で
も
屋
」
の
よ
う

に
扱
う
攻
撃
の
中
退
職
や
休
職
に
追
い
込
ま

れ
る
労
働
者
が
急
増
し
て
い
る
。

そ
こ
に
あ
る
不
安
や
苦
し
さ
が
、
現
場
か

ら
の
怒
り
の
声
と
行
動
に
な
る
こ
と
を
、
会

社
は
何
よ
り
も
恐
れ
て
い
る
。
会
社
は
こ
う

し
た
声
を
抑
え
る
た
め
に
労
働
組
合
へ
の
攻

撃
を
強
め
て
き
た
。
職
場
の
団
結
と
闘
う
労

働
組
合
に
攻
撃
を
打
ち
破
る
力
が
あ
る
か
ら

だ
。
改
め
て
職
場
に
闘
う
労
働
組
合
が
必
要

だ
。

ＪＲ東日本
「働き方ブラック企業」

ワースト１に

誌面で紹介された声の一部

◇近年退職者も増え月40～50 時間の残業が当たり前

◇以前より少ない人数で仕事しなければならず、体力的にも精神的にも限界

◇希望した休日はなかなか取れない

◇現場の社員は高熱だろうがはってでも出社している

◇コロナを機に環境が一変し、ホワイトからブラック寄りの企業になっている

◇基本給が安くボーナスでとんとん。コロナ禍でボーナスがカットされて厳しい

◇会社はさまざまな施策を打ち出しているが、賃金減少、待遇悪化、自己啓発活

動の強要により、現場の疲労感がすごい


